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手塚　章先生略歴・著作目録
略　　　歴
1951年７月27日 神奈川県川崎市に生まれる
1970年３月 東京学芸大学附属高等学校卒業
1970年４月 東京教育大学理学部地学科地理学専攻入学
1974年３月 同上卒業
1974年４月 東京教育大学理学研究科修士課程地理学専攻入学
1976年３月 同上修了
1976年４月 筑波大学大学院博士課程地球科学研究科地理学・水文学専攻編入学
 　 この間，1976年10月～1978年６月：パリ第１大学第３期博士課
程人文地理学専攻に留学
1979年４月 筑波大学同上専攻を単位取得退学
1979年５月 筑波大学研究協力部文部技官
1982年３月 理学博士（筑波大学）
1982年６月 筑波大学講師地球科学系
1995年３月 筑波大学助教授地球科学系
1999年１月 筑波大学教授地球科学系
2004年４月 国立大学法人筑波大学生命環境科学研究科教授
2011年10月 国立大学法人筑波大学生命環境系教授
2012年４月 国立大学法人筑波大学名誉教授
現在までに勤めた非常勤講師
   秋田大学教育学部
   東北大学理学部
   埼玉大学教養学部
   東京大学教養学部
   神戸市外国語大学
   九州大学文学部
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